
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
６年度

実績値 達成度 目標値   　　　 25　　     50　　　　75　 　 　100      125

ⅰ 1 50.0% 18

ⅱ 10.3 73.0% 14.3

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

ⅱ

文化財・伝統文化の継承

平均評価

著しく
不十分

　新型コロナウイルスの影響により、市町村において、策定に必要な協議会などを十分に開催することができず進捗が遅れたため、目標値を達成できな
かった。

著しく
不十分

著しく
不十分

　新型コロナウイルス対策として、外出自粛傾向が続いたため、前年度からは増加傾向にあるものの、利用者数が伸びず、目標値を達成できなかった。

評価 理　　　　由　　　　等

県立歴史博物館・県立先哲史料館・県立埋蔵文化財セ
ンターの利用者数（万人）

③ H26 10.1 14.1

年度 基準値 目標値

文化財の保存・活用に関する市町村の地域計画の策
定数（件）

①② H30 0 2

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ３年度 目標達成度（％）

施策評価調書（３年度実績）
施策コード Ⅲ－２－（３）

政策体系

　施策名　文化財・伝統文化の保存・活用・継承 所管部局名 教育庁 長期総合計画頁 141

　政策名　芸術文化による創造県おおいたの推進 関係部局名 教育庁

取組№ ① ② ③

取組項目 文化財・伝統文化の保存 文化財・伝統文化の活用



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

③

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】
総合評価 施策展開の具体的内容

Ｃ
・市町村の地域計画作成を支援し、R3.3に策定した「大分県文化財保存活用大綱」の基本理念「地域とともに活かして守る大分の文化財」の実現を図る。
・おおいた「地域の宝」ウォーキングを開催し、文化財を活用した地域活性化や地域住民の文化財への理解を促進する。
・国・県指定文化財をデジタル・アーカイブ化した「おおいたデジタル図鑑」を制作し、大分の歴史・文化の情報発信を強化する。なお、個人所有の文化財は、個人氏
名や住所を省略するなど、個人を特定できない公開方法を検討する。
・「子ども学芸員体験」を実施し、大分の歴史文化を継承する人材を育成する。

○令和3年度第１回文化財保護審議会（R3.8）
　国・県指定文化財のデジタル化について、各々の文化財を広く紹介することは大切であるが、
盗難につながる恐れもないわけではない。情報公開と保存を両立させるよう、公開方法を検討
してほしい。

①

・R3年度は、新たに2件の文化財（彫刻）を大分県指定文化財に指定し、
地域の文化財保存を進めた。
・県内の遺跡の発掘調査（下郡遺跡群、濱田遺跡ほか）を行い、記録保
存に向けて遺物の収集や測量などを行った。

①②
③

活かして守る大分の文化財保護推進事業 50.0 344

楽しく学べる博物館づくり推進事業 91.4 344

②

・日田市で、地域の宝ウォーキングを開催した。42人が参加し、日田市
豆田町の文化財を巡り、文化財保護への理解を深めるとともに関心を
高めた。
・埋蔵文化財センターにおいて、開館5周年記念企画展「大分のものの
ふ」を開催し、豊後武士団の活躍など県内の歴史を広く発信した。
・歴史博物館において、開館40周年記念特別展「赤塚古墳と三角縁神
獣鏡～宇佐風土記からみた古墳時代～」を開催し、貴重な文化財や宇
佐風土記などについて広く発信した。

③

・「子ども学芸員体験」に参加した6校のうち2校においてモデル的な取り
組みとして、市町村と連携し、地元の資料館などで展示を行った。
・プロジェクションマッピングやYouTube発信などの映像技術等により文
化財を学ぶ機会を提供した。

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（３年度事業）
事務事業評価

 成果指標の達成率（％） 掲載頁


